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ファイナルレポート 
国際電子部品・アセンブリ・マテリアル専門見本市 

国際電子部品製造技術専門見本市 
2024 年 9 月 11 日～13 日 

                                                     2024 年 9 月 16 日 
 
 

electronica India, productronica India, SEMICON India 2024 は 

東南アジア最大のエレクトロニクス産業プラットフォームとして 

インドのエレクトロニクス・エコシステムの知名度を高めた 
 
 
 
 
Summary 
 

 45,532 人が来場し、2,000 件を超える B2B ミーティングが開催 
 過去最大規模のこのイベントには、インド首相のナレンドラ・モディ氏をはじめ、ウッタル・プラデーシュ

州首相の Yogi Adityanath 氏、電子情報技術担当連邦大臣の Ashwini Vaishnaw 氏の他、州政府

の関係者多数が出席 
 特に、半導体、新興技術、ディスプレイ製造、電気自動車、組込みシステムに重点 
 
 
 
Facts＆Data 
 

会 期 2024 年 9 月 11 日（水）～13 日（金） 
午前 10 時～午後 6 時 

会 場 インドエキスポセンター 
India Expo Centre & Mart, Greater Noida 

主 催 Messe Muenchen India Pvt. Ltd. - メッセ・ミュンヘン・インド 
併 催 見 本 市 IPCA Expo、MatDispens、SmartTech Asia、SEMICON India 
出 展 規 模 （2023 年：35,000 ㎡） 
出 展 企 業 29 カ国から 839 社（2023 年：24 カ国から 589 社） 
来 場 者 総 数 45,532 人（2023 年：39,133 人） 
主 な 出 展 品 ＜electronica India＞：半導体、センサー、リレー・スイッチ・配線技術、受動部品、

モーター・駆動部、ケーブル、アセンブリ・サブシステム、ED/EDA、検査・測定技

術、ディスプレイ、電源装置 
 
＜productronica India＞：電子部品製造、一般業務支援・製造サブシステム、

PCB 及びその他電気回路用製造装置及びロジスティック、ケーブル加工技術アセ

ンブリ・モジュール・ハイブリッド用製造装置及びロジスティック、材料加工、パッケー

ジング、製造関連サービス、はんだ付け技術 
 

専 用 U R L www.electronica-india.com / www.productronica-india.com  

http://www.electronica-india.com/
http://www.productronica-india.com/
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electronica India 2024、product Ronica India 2024、SEMICON India 2024 は、東南アジア最大の 
エレクトロニクス産業プラットフォームとして歴史的な成功を収めた。 
 
3 日間の見本市は、来場者が、大手サプライヤーが紹介する最新の製品と技術を熱心に探求する活気に

満ちた場となった。29 カ国から参加した 839 社が各々のイノベーションを展示し、45,532 人の業界関係

者が来場し、2,000 件を超えるバイヤー・セラーミーティングが行われた。 
 
India Expo Mart Ltd. (IEML)で開催されたこの画期的なイベントは、エレクトロニクスのバリューチェーン

全体の関係者がつながり、協力し、革新するための重要なプラットフォームを提供することによって、インド

のエレクトロニクス産業の発展に極めて重要な役割を果たした。 
 
ナレンドラ・モディ首相の出席は、インドにおけるエレクトロニクスおよび半導体産業の世界的な重要性の

高まりを強く印象付けしている。 
 
ウッタル・プラデーシュ州の Yogi Adityanath 州首相の参加によって、この見本市は更に盛り上がった。 
そして、鉄道大臣・情報放送大臣・電子情報技術大臣の Ashwini Vaishnav 氏や、商工省国務大臣・電子

情報技術省国務大臣の Jitin Prasada 氏の出席は、インドにおける強固で革新的なエレクトロニクス産業

の育成に対する政府の深い関与を示すものである。カルナータカ州の IT・BT 大臣 Priyank Kharge 氏の

参加は、技術の成長と革新を推進するための州を超えた協力体制の更なる強化につながった。 
 
メッセミュンヘン・インドの CEO ブピンダー・シンは、見本市の成功を振り返って、「electronica India 2024
と productronica India 2024 は、インドのエレクトロニクス産業のダイナミックな成長を反映して、大成功

を収めた。記録的な参加者数と革新的な展示、そして SEMICON India との協業は、インドのエレクトロニ

クス・エコシステムの発展におけるこのイベントの主導的な役割を裏付けている。 
また、『e-Future Conference』や『Embedded NEXT』などの新しい機能は、業界のリーダーたちが交流

し、新たなトレンドを探る重要な機会を提供し、そして、この成功体験をさらに充実させていきたい」と述べ

ている。 
 
メッセ・ミュンヘンの CEO ラインハルト・ファイファーもこの考えに同調して、「electronica India 2024、
productronica India 2024、SEMICON India 2024 の素晴らしい成果は、インドのエレクトロニクス製造部

門の活力を浮き彫りにし、そして、出展者と来場者の大幅な増加は、当該産業領域の重要性の高まりを

強調している。SEMICON India、MatDispens、IPCA Expo との共同開催により、この見本市はインド随

一のエレクトロニクス産業プラットフォームとしての地位を確固たるものにした」と述べている。 
 
サポートプログラム；カンファレンスとフォーラム 
今回の見本市では、最先端の多様な技術ソリューションが取り上げられ、エレクトロニクス産業の重要な

側面に関するいくつかの重要なカンファレンスとフォーラムが開催された。ハイライトとしては、 
「MSME（零細・中小企業）主導の部品製造に関する CEO Forum」、「半導体の課題に関する SEMICON 
India Conference」、「デジタルディスプレイに関する India Display Manufacturing Conference」などが

挙げられる。さらに、「PCB 製造戦略に焦点が当てた India PCB Tech Conference」、「インドの電気自動

車ビジョンを概説した Conference on e-Mobility」、「エレクトロニクスの画期的な進歩と将来のトレンドを

紹介した Innovation Forum と e-Future conference」が開催されている。 
 
Buyer-Seller Forum では、2,000 件を超える B2B ミーティングが開催され、バイヤーとセラーが新たなつ

ながりを築き、ビジネスの成長を促進する貴重な機会が創られた。 
フォーラムに参加した企業には、マルチ・スズキ・インディア社、Ashok Leyland 社、Hella 社、Bosch 社、

Samsung India 社、株式会社日立製作所、JIO 社、AMETEK 社、Ather Energy 社、Tata Motors 社、

Ultraviolette Automotive 社、Continental 社、Noise 社などが名を連ねた。 
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業界コラボレーションの最前線 
electronica India と productronica India は、インド電子工業会（ELCINA）、国際半導体製造装置材料協

会（SEMI）、インドセルラー・電子機器協会（ICEA）、インドエネルギー貯蔵連盟（IESA）といった著名な業

界団体の支援を受けている。 
インド電子工業会(ELCINA)の事務局長の Rajoo Goel 氏は、長年にわたる見本市とのパートナーシップ

を強調し、「ELCINA と、electronica India および productronica India との提携は、インドのエレクトロニ

クス分野の発展に対する見本市サイドの献身に鑑みてのことである。この見本市は、業界の能力を披露

し、パートナーシップを育み、イノベーションを推進するためのユニークなプラットフォームを提供している。

この権威ある見本市と協力することによって、インドの電子機器製造エコシステムの成長と将来性に期待

し、グローバルリーダーへの進化を支援するために尽力したい」と述べている。 
 
この画期的な開催に続いて、次回の electronica India と productronica India は、2025 年 9 月 17 日か

ら 19 日まで、バンガロール国際展示会場で開催される。 
 
 
electronica India 2024 主な日系出展社（50 音順） 
稲畑産業㈱、NKK スイッチズ㈱、㈱芝浦電子、進工業㈱、スミダコーポレーション㈱、ニチコン㈱、浜松ホ

トニクス㈱、富士高分子工業㈱、萩原電気ホールディングス㈱、パナソニック㈱、ルネサス エレクトロニク

ス㈱ 
 
productronica India 2024 主な日系出展社（50 音順） 
アズビル㈱、㈱井高、SMC㈱、オムロン㈱、㈱キーエンス、協立電機㈱、㈱サキコーポレーション、セイ

コーエプソン㈱、双日㈱、㈱タムラ製作所、パナソニック㈱、日置電機㈱、㈱ミツトヨ、八洲産業㈱ 
他 
 
見本市の詳細情報は、専用ホームページをご参照ください： 
electronica India：www.electronica-india.com 
productronica India：www.productronica-india.com 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料請求、出展申込み、各種お問い合わせ先： 
メッセ・ミュンヘン 日本代表部 

株式会社メッセ・ミュンヘン・ジャパン 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-20-3 ノアーズアーク虎ノ門 5 階 

Tel.: 03-6402-4583 Fax: 03-6402-4584 E-mail: info@messe-muenchen.jp  
URL: www.messe-muenchen.jp （日本語） www.messe-muenchen.de （英語 / ドイツ語） 
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